
平成 22 年 7 月１５日

各 位

株式会社池田泉州銀行（頭取兼ＣＥＯ 服部盛隆）は、環境保護および資源リサイクルの観点か

ら、平成２２年５月の合併時に、旧池田銀行・旧泉州銀行の各店舗・本部で不要となった、ポスタ

ー・パンフレット・伝票・未使用帳票等（以下、「不要紙類」といいます。）を回収し、「リサイク

ルティッシュペーパー」として再資源化します。

「リサイクルティッシュペーパー」は、合併記念限定ＰＲ頒布品として、７月２６日（月）より、

ご希望のお客さまに店頭配布（15,000 個を予定）します。

本取組みは、文具メーカー大手ナカバヤシ株式会社（本社：大阪市）、近畿エリアを中心に物流

サービスを展開する株式会社ヒガシ２１（ﾄｩｴﾝﾃｨﾜﾝ）（本社：大阪市）との連携によるものです。

今回、回収した不要紙類の総重量は約 100 トンで、これは標準木（直径１４ｃｍ×高さ 8ｍの

スギの木）に換算すると約 2,000 本になり、森林資源保護による地球温暖化防止と資源循環型社

会形成に貢献するものです。

当行では今後においても、各種商品・サービス等施策の中で、環境を意識した取組みをしてまい

ります。

なお、当行における最近の環境関連の取組みについては別紙をご参照下さい。

以 上

【リサイクルティッシュペーパー】

不要の紙類を再資源化
～ 合併にともない不要となった伝票等をリサイクル活用 ～



環境保全を応援する「統合記念定期預金」
平成21年10月1日の池田泉州ホールディングス設立に

よる経営統合を記念し、「統合記念定期預金」を取扱いま

した。（取扱期間：平成21年10月1日～平成22年1月29日）

「統合記念定期預金」は、経営統合を記念して特別金利

を適用するとともに、本定期預金預入総額の一定割合相

当額を、両行が負担し地元環境保全団体に寄付すること

で、地域の環境保全に貢献するものです。

おかげさまで、718億55百万円の預入実績となり、平成

22年4月に、地元の環境保全団体等へ総額380万円の寄

付を行いました。

共生の森植樹祭に両行職員が参加
平成22年2月14日に開催された「共生の森植樹祭」に、

植樹ボランティアとして参加しました。

共生の森は、堺市臨海部の廃棄物処分場跡地において、

自然の回復力を活かしながら、野鳥や小動物の生息する

草地や水辺などに森林が介在する大規模な“ビオトープ”

を、ボランティアやＮＰＯ、企業等の団体、行政が協働で

創造していこうという取組みです。

当日は天候にも恵まれ、池田銀行および泉州銀行の職

員とその家族が、黒松や椎の木、椿などの苗木を植樹し

ました。

オールシーズンタイプの制服を導入
新銀行の設立に先がけて、平成22年4月1日から両行

の制服を統一し改定しました。

新制服は、冬は暖かく夏は涼しい素材を使用したオール

シーズンタイプの制服で、クールビズやウォームビズにも

対応する環境に配慮した制服となっています。

新制服のデザインは、日本を代表する著名なデザイ

ナーであるコシノヒロコさんにお願いしました。

池田泉州銀行の環境への取組み
（別紙）
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日本政策投資銀行と「環境事業に関する業務協力協
定」を締結

平成22年４月27日に、日本政策投資銀行と環境対策を促進する事業に対する投融資その他の金融

サービスの提供等に関して連携し、環境対策の進展に寄与することを目指し「環境事業に関する業務協

力協定」を締結いたしました。

環境事業全般に関する情報交換を進めるとともに、環境格付融資をはじめとして環境事業を行うお客

様のニーズへの対応力を一層強化してまいります。

「アイひろがるエコローン」の取扱いを開始
新銀行の誕生を記念し、平成22年5月6日から「アイひろ

がるエコローン」の取扱いを開始しました。
（取扱期間：平成22年5月6日～平成22年9月30日）

このローンは、環境配慮型住宅リフォーム資金やエコ

カー購入資金のお借入に際して、店頭金利よりも低い金

利にて提供させていただくものです。

環境に配慮した店舗「夙川支店」を開設します
新銀行の店舗ネットワーク拡充への取組みとして、平成

22年11月19日に、西宮市に「夙川支店」を開設します。

新店舗は、屋上緑化をはじめ、地元の環境保全に配慮

した設備を導入します。また、広くて利用しやすい専用駐

車場を完備し、セキュリティに配慮した全自動貸金庫を設

置し、便利で安心でやさしい店舗となります。
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